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G7広島サミット　その歴史的意義

日
本
経
済
新
聞
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
局
長

地
曳
航
也

　

主
要
七
ヵ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
）
の
閉
幕
翌
日
の

二
二
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
出

し
が
躍
っ
た
。「
コ
ン
パ
ス
」
紙
は
「
世
界
で
重
要
性
を
失
う
Ｇ
７
」

と
の
社
説
を
掲
げ
、『
テ
ン
ポ
』
誌
は
「（
同
国
の
）
ジ
ョ
コ
大
統
領

は
世
界
の
指
導
者
に
（
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
）
戦
争
を
止
め
る

大
変
革
を
実
行
す
る
よ
う
求
め
た
」
と
報
じ
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
二
〇
二
三
年
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
議
長
国
と
し
て
サ
ミ
ッ
ト
に
招
待
さ
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア

の
伝
え
方
は
分
か
れ
た
も
の
の
、
総
じ
て
言
え
る
の
は
、
国
民
の
サ

ミ
ッ
ト
へ
の
関
心
は
薄
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
Ｇ
７
が
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
世
界
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
」
と
い
う
根
源
的
な
問
い
に

答
え
ら
れ
な
い
現
状
を
映
し
て
い
る
。

　

二
〇
日
に
広
島
市
内
で
開
か
れ
た
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
脳

会
談
の
直
前
。
岸
田
文
雄
首
相
は
「
全
員
、
閣
僚
な
の
か
。
気
合
が

入
っ
て
い
る
な
」
と
身
構
え
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
テ
ー
ブ
ル
の

着
席
者
六
人
は
大
統
領
以
外
、
す
べ
て
閣
僚
だ
っ
た
。
う
ち
三
人
は

経
済
関
係
で
、
会
談
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
場
と
位
置
付
け
る
ジ
ョ

コ
氏
の
狙
い
が
透
け
た
。

　

岸
田
首
相
は
会
談
で
「
世
界
が
複
合
的
危
機
に
直
面
す
る
な
か
、

幅
広
い
パ
ー
ト
ナ
ー
が
諸
課
題
で
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
呼

び
か
け
た
。
一
方
、
ジ
ョ
コ
氏
は
自
国
産
マ
ン
ゴ
ー
の
輸
入
解
禁
を

求
め
る
な
ど
、
実
務
的
な
主
張
に
終
始
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
日

本
を
含
む
Ｇ
７
か
ら
勝
ち
取
り
た
い
の
は
、「
実
利
」
だ
。
こ
の
点

を
踏
ま
え
な
い
と
話
が
か
み
合
わ
な
い
。

じ
び
き
　
こ
う
や
　
二
〇
〇
三
年
、
日
本
経

済
新
聞
社
入
社
。
名
古
屋
編
集
部
を
経
て
、

〇
五
年
か
ら
政
治
部
と
経
済
部
で
首
相
官
邸

や
自
民
党
、
公
明
党
、
外
務
省
、
経
済
産
業

省
な
ど
を
取
材
。
二
〇
年
四
月
に
ジ
ャ
カ
ル
タ

支
局
に
赴
任
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
心
に
ア

ジ
ア
の
政
治
と
経
済
の
動
向
を
追
っ
て
い
る
。

大
き
な
期
待
、乏
し
い
実
感

経
済
成
長
の「
実
利
」は
ど
こ
か
ら

　

ジ
ョ
コ
氏
は
サ
ミ
ッ
ト
の
討
議
で
「
途
上
国
は
も
は
や
植
民
地
時

代
の
よ
う
に
原
材
料
の
輸
出
国
に
と
ど
ま
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
電
池
の
主
要
材
料
に
使
わ
れ
る
ニ
ッ
ケ
ル
の

鉱
石
な
ど
、
戦
略
資
源
を
禁
輸
し
外
国
か
ら
投
資
を
集
め
る
自
身
の

政
策
を
説
明
し
た
。
Ｅ
Ｖ
産
業
の
確
立
に
向
け
た
投
資
も
Ｇ
７
か
ら

期
待
す
る
実
利
の
一
つ
だ
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
は
じ
め
、新
興
国
や
途
上
国
の
総
称
で
あ
る「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
は
経
済
成
長
を
最
優
先
の
政
策
に
掲
げ
る
。

サ
ミ
ッ
ト
の
主
要
議
題
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
、

台
頭
す
る
中
国
へ
の
対
応
も
、
そ
の
観
点
で
捉
え
る
。
民
主
主
義
や

法
の
支
配
な
ど
の
価
値
も
重
視
す
る
が
、
国
を
豊
か
に
す
る
こ
と
は

も
っ
と
切
実
な
価
値
な
の
だ
。

　

先
進
国
ク
ラ
ブ
の
Ｇ
７
の
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
期
待
に
は
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ジ
ョ
コ
氏
は
討
議
で

「
途
上
国
は
先
進
国
の
約
束
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
」
と
訴
え
た
。

二
〇
〇
九
年
の「
第
一
五
回
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
」

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）
で
先
進
国
が
途
上
国
の
気
候
変
動
対
策
の
た
め
に
約

束
し
た
二
〇
年
ま
で
の
年
間
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
の
拠
出
が
滞
っ
て
い

る
か
ら
だ
。

　

世
界
で
は
Ｇ
７
を
は
じ
め
と
し
た
民
主
主
義
陣
営
と
中
国
や
ロ
シ

ア
な
ど
権
威
主
義
陣
営
が
多
数
派
を
形
成
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ

ス
を
味
方
に
引
き
つ
け
よ
う
と
取
り
合
い
を
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
・
サ
ウ
ス
は
自
国
に
成
長
を
も
た
ら
す
な
ら
ば
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
る
国
の
政
治
体
制
は
問
わ
な
い
。

　

ジ
ョ
コ
氏
は
広
島
か
ら
帰
国
し
た
直
後
、
イ
ラ
ン
の
ラ
イ
シ
大
統

領
を
国
賓
と
し
て
迎
え
た
。
首
脳
会
談
に
合
わ
せ
、
貿
易
の
円
滑
化

に
関
す
る
協
定
な
ど
複
数
の
協
力
文
書
に
署
名
し
た
。
イ
ラ
ン
は
権

威
主
義
国
の
代
表
格
で
、
Ｇ
７
は
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳
宣
言
で
、
ロ
シ

ア
へ
の
無
人
攻
撃
機
の
供
与
を
や
め
る
よ
う
求
め
た
。

　

い
か
に
実
利
を
実
感
で
き
る
魅
力
的
な
提
案
を
で
き
る
か
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
へ
の
関
与
を
強
め
る
上
で
重
要
だ
。
そ
の
点
、

中
国
が
ス
ピ
ー
ド
と
実
行
力
で
Ｇ
７
の
上
を
行
く
。
広
島
サ
ミ
ッ
ト

へ
の
出
張
で
ジ
ョ
コ
氏
に
随
行
し
た
ル
フ
ッ
ト
海
事
・
投
資
調
整
担

当
相
は
、
中
国
に
飛
び
、
投
資
を
呼
び
か
け
た
。
実
際
、
Ｅ
Ｖ
関
連

の
投
資
で
は
中
国
が
先
行
す
る
。

　

中
国
の
習
近
平
指
導
部
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
二
三
年
に
広
域
経
済

圏
構
想
「
一
帯
一
路
」
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
四
年
ぶ
り
に
開
き
、
多
く

の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
参
加
が
予
想
さ
れ
る
。
Ｇ
７
は
サ
ミ
ッ

ト
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
か
ら
聞
い
た
声
を
即
座
に
行
動
に
移
さ

な
け
れ
ば
、
ま
す
ま
す
関
心
を
持
た
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
●

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト 

世
界
は
ど
う
見
る 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
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